
1877 年創設以来、日本の大学教育と学術研究をリードする東京大学。国立大学の法人化に伴い、組織改革や業務改革を推進
する中、同大学情報システム本部は全学的な観点から情報システムの基本方針を策定しました。個別に導入されたサーバなど
の段階的な統合をファーストステップと位置付け、今回、学内業務システムのインフラ刷新において共通基盤づくりを重要なテー
マとしました。コスト削減、集約度、柔軟性などをポイントに、共通基盤にはブレードサーバ「PRIMERGY BX620 S5」と仮想
化ソフトウェアHyper-V 2.0 を導入。富士通Hyper-V 仮想化センターでのHyper-V 2.0 の検証がその採用を後押ししました。

業　　　　種  :  国立大学法人
ハードウェア  :  ブレードサーバ PRIMERGY BX620 S5、ストレージ ETERNUS 2000 モデル200
ソフトウェア  :  Windows Server 2008 R2（Hyper-V 2.0）

導入事例概要

課　題 効　果

部門ごとに予算化・導入・管理していた
システムの統合

Hyper-V 2.0 の機能仕様に対する不安

集約度が高められるブレードサーバと柔軟性に優れた仮想化技術の活用によ
り、分散していたシステムを統合し、共通基盤化し、システムの最適化を実現する
共通基盤を構築。稼働後、共通基盤のもと新規案件もハードウェアを追加投資
することなく迅速にサービスを提供。

東京大学様では、Windows Server 2008のHyper-V 1.0（初期リリース版）から
導入されていたが、システムの柔軟な設計や運用が課題となっていた。Hyper-V  
2.0ではクラスタ共有ボリューム（CSV）やライブマイグレーション等のシステムの
柔軟性を実現する機能が統合されたが、現実運用に耐えるものかということで、
富士通Hyper-V仮想化センターにて動作検証を実施。

国立大学法人 東京大学 様
ブレードサーバ PRIMERGY×Hyper-V 2.0導入事例

ブレードサーバとHyper-V 2.0により学内業務システムの共通基盤を構築
全学的な観点からTCO削減、運用管理の効率化を目的に段階的な統合へ

導入の背景

導入の経緯
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インターネット情報ページ　http://jp.fujitsu.com/solutions/theme/infrastructure/virtual/

概 要

本部所在地：東京都文京区本郷7丁目3-1
創　　      設：1877年（明治10年）
学     生     数： 約28,800人（2010年5月1日現在）
常勤教職員数：約9,700人（2010年5月1日現在）
学部・研究科：10の学部、15の大学院研究科・教育部
概　　      要：1877年に日本で最初の国立大学として創設さ

れて以来、2004年の国立大学法人化を経た現
在も、国内の大学教育や学術研究を常にリード
し日本の知識基盤を支えています。

ホームページ：http://www.u-tokyo.ac.jp/　
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導入のポイント

導入のプロセスと今後の展開




